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はははは    じじじじ    めめめめ    にににに 

 

 農業を取り巻く情勢が極めて厳しい中、農業経営はまさに危機的な状況となってい

ます。 

  そのため、「県農業・農村振興基本計画」で定めた施策の展開方向に沿って、永続性

のある水田農業の担い手育成や雇用労働を導入した園芸農業の促進、選ばれる農産物

づくりなど、農家経営の安定に向けた取り組みを強力に推し進め、着実に成果を得る

ことが極めて重要です。 

 また、消費者の「食の安全・安心」に対する意識は極めて高く、農薬の適正使用の

徹底や減農薬・減化学肥料栽培の推進などの取り組みをさらに進めることが重要です。 

 これらを踏まえて、当普及指導センターは、農家が希望を持って意欲的に農業に取

り組めるよう、県基本計画で定めた以下の項目を活動の柱として、関係機関等と連携

し課題の解決に取り組んでまいります。 

 

 （１）ブランド化を通じ県産農産物の競争力を高める 

  （２）多様な流通・消費に対応した生産、販売を推進   

（３）若者や女性が活躍する農業経営を推進 

  （４）県民とともに「ふくおかの農業」をつくる 

  （５）女性の活躍、地域資源の活用で農業・農村を活性化 

（６）災害に強い安全・安心な農業・農村をつくる 

 

 この冊子は、当普及指導センターの取り組みを、農家や関係機関等の方々に広く理

解して頂くため、平成２４年度の主な活動成果について取りまとめたものであり、地

域農業の振興と農家の方々の経営改善の一助になれば幸いに存じます。 

   

平成２５年３月 

 

                   福岡農林事務所福岡普及指導センター長  若菜幹彦 
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（（（（NoNoNoNo１）１）１）１）新たな力を活かして、糸島の園芸新たな力を活かして、糸島の園芸新たな力を活かして、糸島の園芸新たな力を活かして、糸島の園芸産地を支えます産地を支えます産地を支えます産地を支えます!!!!    

        ～園芸産地の維持・振興と新たな担い手育成に向けた取り組み～～園芸産地の維持・振興と新たな担い手育成に向けた取り組み～～園芸産地の維持・振興と新たな担い手育成に向けた取り組み～～園芸産地の維持・振興と新たな担い手育成に向けた取り組み～    

    

【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】    

○ＪＡ糸島いちご部会  １２３戸 ３０ｈａ 

  ○新規就農希望者 

    

【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】    

  生産者の高齢化等による労働力や担い手不足により、産地規模の縮小が懸念され

る中、今後、雇用労働力の確保や新規就農者の育成・確保等により、園芸産地を維

持・振興していくことが喫緊の課題となっています。 

そこで、ＪＡ糸島いちご部会における雇用システム実証及び新たな担い手の育成

に取り組みました。 

    

【活動【活動【活動【活動のののの内容】内容】内容】内容】        

（１）雇用を活用したイチゴ産地の育成 

  ○雇用システム実証会議の開催 

○イチゴ栽培サポーター研修の実施 

（年間５回） 

（２）新規就農者の育成・確保 

○関係機関で構成する｢糸島農業計画 

会議新規就農支援班｣が、就農相談 

会を開催（原則、毎月第４水曜日） 

〇生産部会と就農希望者のマッチン 

 グを実施（６件）             イチゴ栽培サポーター研修 

 

【【【【活動の活動の活動の活動の成果】成果】成果】成果】    

（１）雇用を活用したイチゴ産地の育成 

○ＪＡ糸島いちご部会において、シルバー人材センターを活用した雇用システ

ムを確立しました。 

○これまでに、イチゴ栽培サポーター２３名の実践栽培研修を行い、９戸のイ

チゴ農家が育苗期や本ぽ期（定植、葉かぎ、玉だし）にサポーターを活用しまし

た。今後、収穫作業などへの活用拡大を進めます。 

（２）新規就農者の育成・確保 

○就農相談会で約５０名を面談後、カンキツ及びイチゴ栽培希望者と生産部会の

マッチングを行い、４名が生産部会へ加入しました。 

 

（取組期間：平成 21年度～24年度） 



（（（（NoNoNoNo２）新規就農者等の早期経営確立を目指して！２）新規就農者等の早期経営確立を目指して！２）新規就農者等の早期経営確立を目指して！２）新規就農者等の早期経営確立を目指して！    

～経営目標の樹立と達成に向けた取り組み～ 

 

【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】    

  ○就農計画認定希望者   ４人 

  ○青年就農給付金（経営開始型）交付希望者  ２９人 

  ○認定就農者      １９人 

 

【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】    

  新規就農者は経営が不安定な状況にあるため、早期経営確立に向けた経営・技術

指導を行うことが必要です。 

  そのような中、２４年度から始まった新たな就農支援施策の実施もあり、新規就

農希望者が増加傾向にあります。そこで、就農計画作成から資金借入、就農後の経

営・技術指導まで総合的な取り組みを進めました。 

 

【活動【活動【活動【活動のののの内容】内容】内容】内容】        

（１）就農希望者の支援 

  ○青年就農給付金（経営開始型）交付希望者 

   ・関係機関と連携し、個別面談会や経営 

    開始計画作成支援、現地調査を実施 

○就農計画認定希望者 

 ・合同就農相談会の開催、計画作成支援 

（２）就農後の支援 

〇認定就農者のうち、就農５年目までの方 

 及び就農支援資金借入者で償還中の方を       個別面談会 

   対象に、個別巡回指導を実施 

○個別巡回指導記録簿を作成し、個々の課題に合わせた指導を実施 

 

【【【【活動の活動の活動の活動の成果】成果】成果】成果】    

（１）就農希望者の支援 

  ○青年就農給付金（経営開始型）は、関係機関と連携を密にし、福岡市１４人、糸

島市１５人が交付されました。 

  ○新たに、福岡市２人、糸島市１人、那珂川町１人が就農計画を認定され、就農

しました。今後、就農後の定着に向けた取り組みを進めます。 

（２）就農後の支援 

  ○技術改善や販路拡大など経営改善意欲が一層高まり、日々の作業改善実行に着

実に繋がりました。 

                   （取組期間：平成 22年度～24年度） 



（（（（NoNoNoNo３）地域を担う農業青年３）地域を担う農業青年３）地域を担う農業青年３）地域を担う農業青年の育成・確保を目指しての育成・確保を目指しての育成・確保を目指しての育成・確保を目指して！！！！    

   ～農業青年の資質向上～農業青年の資質向上～農業青年の資質向上～農業青年の資質向上に向けた取り組み～に向けた取り組み～に向けた取り組み～に向けた取り組み～    

 

【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】    

○福岡市青年農業者連絡会 ３５名  ○糸島４Ｈクラブ    １２名 

○筑紫野市農業青年会    １３名  ○那珂川パイオニアクラブ１０名 

    

【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】    

  若い後継者の減少が続く中、農業青年の資質向上や組織の活性化が課題となって

います。そこで、各地域の農業青年クラブについて、知識や課題解決能力向上に向

けた活動や技術研鑽、地域との交流を図るための取り組みを進めました。 

 

【活動【活動【活動【活動のののの内容】内容】内容】内容】        

（１）青年クラブ全体 

○昨年の活動の反省や年間活動計画の検討 

○福岡地域農業青年技術交換大会の実施 （9月） 

○福岡地域農業青年意見実績発表会の開催（12月） 

（２）各地区青年クラブ 

○全クラブ員ほ場の巡回及び資金制度や補助事業等の勉強会を実施 

○クラブ員の共同農園を活用し、野菜の栽培・販売、幼稚園児等の収穫体験を実

施 

○小学生の田植や収穫体験など食育活動を実施 

○収穫体験・意見交換など消費者との交流会を実施 

  ○新規クラブ員の勧誘を適時実施 

 

【【【【活動の活動の活動の活動の成果】成果】成果】成果】    

（１）青年クラブ全体 

○技術交換大会 

・知識・技術の幅が一層拡がるとともに、交流会を通して仲間づくりがさらに

進みました。 

○意見実績発表会 

・発表までの努力と熱意が実を結び県知事賞を受賞。自らの経営を見つめ直し、

目標を立てて経営改善などを進める意欲が増大しました。 

（２）各地区青年クラブ 

○消費者を交えた交流会や勉強会などは、農業青年の良い刺激となり、「５年

後は全作業を自分がやる！」などしっかりした目標設定に繋がりました。 

〇新たにクラブ員が８名加入し、今後の活動を更に盛り上げます。 

 

技術交換大会表彰式 

意見実績発表会地区代表決定 



（（（（NoNoNoNo４４４４））））望まれる望まれる望まれる望まれる米・麦・大豆づくり米・麦・大豆づくり米・麦・大豆づくり米・麦・大豆づくりを目指して！を目指して！を目指して！を目指して！    

～生産～生産～生産～生産拡大と拡大と拡大と拡大と品質向上に向けた取り組み～品質向上に向けた取り組み～品質向上に向けた取り組み～品質向上に向けた取り組み～    

    

【対象の概況】 
○水稲作付面積    3,902ha   ○麦類作付面積   1,162ha 

うち採種     31.4ha        (小麦     509ha) 
○大豆作付面積      145ha         (大麦     467ha) 

(裸麦     186ha) 

【課題化の背景】 

 「元気つくし」、「ちくしW2号」、大豆の安定生産及び生産拡大と、面積拡大に伴う「優良種子」

の安定生産が喫緊の課題となっています。 

そこで、米麦大豆の生産拡大及び品質向上に向け、施肥改善や現地互評会などの取り組みを進

めました。 

【活動の内容】 

（１）県育成水稲・麦の生産拡大と品質向上 

○施肥改善実証ほの設置、調査、検証 

○栽培管理徹底のため、栽培講習会や現地互評会を適時実施 

（２）水稲種子合格率向上 

  ○いもち病や籾枯細菌病などを保菌させないことや、適期防除の重要性 

を徹底周知 

○汚損防止実証ほの設置、調査、検証 

○品質向上に向け、全部会員のほ場巡回や現地互評会を実施 

（３）大豆収量向上 

○ファックスを用い、適期作業情報を全戸へ発信 

○収量・品質向上に向け、栽培管理講習会や現地検討会を適時実施 

【活動の成果】 

（１）県育成水稲・麦の生産拡大と品質向上 

○現地互評会等を通じ、品種特性や栽培法等の理解が深まり、栽培技術 

・品質が一層向上。次作の更なる生産拡大を進めます。 

〇元気つくしの栽培面積は、昨年産の２８５haから３１０ha、ちくしW 

２号は、１１０haから１３４haと増大しました。 

（２）水稲種子合格率向上 

○防除徹底などにより、種子合格率は９４％となりました。 

（３）大豆収量向上 

○適期作業が着実に励行され、単収・品質の向上に着実に繋がりました。特に単収は、昨年

と比べ１５％向上しました。 

       

優良種子（JA筑紫採種部会）         水稲現地講習会（JA糸島） 

（取組期間：平成 22年度～24年度） 



（（（（NoNoNoNo５５５５））））軟弱野菜の軟弱野菜の軟弱野菜の軟弱野菜の夏季夏季夏季夏季生産力向上を目指して！生産力向上を目指して！生産力向上を目指して！生産力向上を目指して！    

～～～～高温に負けない高温に負けない高温に負けない高温に負けない栽培技術の普及に向けた栽培技術の普及に向けた栽培技術の普及に向けた栽培技術の普及に向けた取り組み取り組み取り組み取り組み～～～～    

【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】    

〇ＪＡ福岡市春菊部会、軟弱部会、ネギ部会  ６０戸 

〇ＪＡ福岡市東部 箱崎園芸部会        ８戸 

〇ＪＡ糸島 ネギ部会             ９戸 

〇ＪＡ筑紫 軟弱部会               ５戸   

【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】    

  軟弱野菜の生産においては、夏場の安定生産

が課題であり、高温や連作障害等による収量低

下対策が急務となっています。 

そこで、土壌病害回避や肥培管理技術の改善

に向けた取り組みを進めました。 

    

【活動【活動【活動【活動のののの内容】内容】内容】内容】    

（１）土壌病害回避 

  ○「米ぬか還元土壌消毒」の実践効果を検証 

  ○検証結果を基に「土壌消毒マニュアル」 

を作成し、栽培技術講習会で徹底周知 

  ○個別巡回指導や現地検討会を実施 

（２）肥培管理技術の改善 

  ○土壌分析・診断の実施 

   ・全戸の土壌分析・診断を行い、個別に施肥

処方箋を提示 

  ○現地検討会等の開催 

・栽培講習会の実施及び定期的なほ場巡回を

通じ、改善案を提示 

    

【活動【活動【活動【活動のののの成果】成果】成果】成果】    

（１）土壌病害回避 

○土壌消毒マニュアルの実践により、夏場の収量が、

従来と比べ２割増加しました。 

（２）肥培管理技術の改善 

  ○処方箋の着実な実践により、土壌に適した堆肥や

肥料の種類・投入量を決定するなど、ほ場に合っ

た肥培管理を効果的に実施しました。 

 

  （取組期間：平成 22年度～24年度）           

米ぬか還元土壌消毒マニュアル 

 

肥培管理講習会 



（（（（NoNoNoNo６）ブロッコリーの安定生産に向けて！６）ブロッコリーの安定生産に向けて！６）ブロッコリーの安定生産に向けて！６）ブロッコリーの安定生産に向けて！    

                ～～～～根こぶ病発生軽減と出荷量平準化に向けた取り組み根こぶ病発生軽減と出荷量平準化に向けた取り組み根こぶ病発生軽減と出荷量平準化に向けた取り組み根こぶ病発生軽減と出荷量平準化に向けた取り組み～～～～    

    

【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】    

〇ＪＡ糸島ブロッコリー部会  ２８戸 １４１ha 

〇ＪＡ福岡市ブロッコリー部会 ２１戸     ９ha 

〇ＪＡ筑紫ブロッコリー部会  １６戸   ２２ha  

【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】    

  ブロッコリー栽培においては、根こぶ病蔓延による収量低下や出荷量の山谷改善

が課題となっています。そこで、根こぶ病の発生軽減や出荷予測システムを活用し

た出荷量平準化へ向けた取り組みを進めました。 

【活動【活動【活動【活動のののの内容】内容】内容】内容】    

（１）根こぶ病の発生軽減 

○根こぶ病対策実証ほの設置、調査、検証 

○根こぶ病の総合防除対策周知徹底のため、

対策講習会を実施。 

○土壌分析結果に基づく土壌改善処方箋の提

示 

○定期的にほ場巡回し、対策実践を徹底 

（２）出荷量の平準化 

○出荷予測システム（試験場が開発）を活用し

た定植モデルを提示し、出荷量平準化へ誘

導 

○更なる山谷改善に向け、定期的に出荷予測

値を修正、提示 

○出荷予測モデルの精度向上検討会を実施 

    

【活動【活動【活動【活動のののの成果】成果】成果】成果】    

（１）根こぶ病の発生軽減 

○実証結果などを踏まえ、現地ほ場で薬剤

散布やｐＨ矯正などを実践し、防除効果

を確認。今後の被害軽減対策に弾みがつ

きました。 

（２）出荷量の平準化 

○定植モデル提示により、出荷量平準化が進み、

今後、予測モデルの一層の精度向上の取り組

みを進めます。 

（取組期間：平成 23年度～25年度） 

出荷予測システムを活用して
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根こぶ病対策による根量の増加 

左：対策なし 右：対策あり 

出荷予測システムを活用して

作成した平準化モデル 



（（（（NoNoNoNo7777））））特産花きのブランド力向上を目指して！特産花きのブランド力向上を目指して！特産花きのブランド力向上を目指して！特産花きのブランド力向上を目指して！    

                        ～～～～品質向上と出荷量増加に向けた取り組み品質向上と出荷量増加に向けた取り組み品質向上と出荷量増加に向けた取り組み品質向上と出荷量増加に向けた取り組み～～～～    

 

【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】    

○JA糸島クルクマ共選出荷組合      12戸 2.6ha 

○JA糸島トルコギキョウ共選出荷組合 7戸  2.4ha 

○JA糸島ブバルディア研究会         7戸  2.4ha 

○JA糸島デルフィニウム共選出荷組合 7戸  0.9ha 

○JA福岡市北崎ストック部会        15戸  4.7ha 

    

【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】    

  多くの特産花きが栽培されている中、品質低下や出荷量減少が課題となっていま

す。そこで、品質向上や出荷量拡大に向け、マトリクス分析手法を活用した品種選

定や鮮度保持対策に取り組みました。 

 

【活動【活動【活動【活動のののの内容】内容】内容】内容】        

(1) クルクマ…ブランド力向上に向け、ＰＲ用のパンフ・ＤＶＤを作成。マトリク

ス分析手法を活用した品種選定 

(2) トルコギキョウ…目合わせ会で栽培技術情報を提供。マトリクス分析手法を活

用した品種選定 

(3) ブバルディア…日持ち向上に向け、輸送環境を含め鮮度保持試験を実施 

(4) デルフィニウム…需要期出荷に向け、生育促進のための地中加温実証ほを設置、

調査、検証。現地検討会の実施 

(5) ストック…最適な坪当たり本数提案のため、播種機及び栽植密度の実証ほを設

置、調査、検証。現地検討会の実施 

 

【【【【活動の活動の活動の活動の成果】成果】成果】成果】    

(1) クルクマ…新品種ＰＲや品種選定により、販売金額が平成２２年と比べ１１

０％と増加しました。 

(2) トルコギキョウ…品種選定と品質向上により、販売金額が平成２２年と比べ１

０８％と増加しました。 

(3) ブバルディア…鮮度保持技術の実践により、切り花の日持ち日数が平成２２年

と比べ約５日間延長しました。 

(4) デルフィニウム…品種選定と品質向上により、販売金額が平成２２年と比べ１

３４％と増加しました。 

(5) ストック…最適植え付け本数実践により、１２月までの共選出荷本数は、平成

２２年と比べ１３５％と増加しました。       

 （取組期間：平成 22年度～24年度） 

 

PR用のパンフ・DVD 



（（（（NoNoNoNo８８８８））））「とよみつひめ」「とよみつひめ」「とよみつひめ」「とよみつひめ」のののの生産生産生産生産拡大拡大拡大拡大を目指してを目指してを目指してを目指して    !!!!    

～～～～生産の安定生産の安定生産の安定生産の安定・拡大・拡大・拡大・拡大に向けた取り組みに向けた取り組みに向けた取り組みに向けた取り組み～～～～    

    

【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】                                                                                                                                                    

  ○JA福岡市イチジク研究会   ２戸  ２０ａ 

○JA筑紫イチジク研究会   １２戸 １０６ａ 

○JA糸島イチジク研究会    ８戸 １００ａ 

 

【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】        

これまでにない強い甘味と、優れた食感が特長の「とよみつひめ」の生産拡大が

急がれる中、栽培技術や経営力の向上が急務となっています。 

そこで、収穫適期の見極めなど栽培管理技術の向上や更なる経営改善に向けた取

り組みを進めました。 

 

【活動【活動【活動【活動のののの内容】内容】内容】内容】        

（１）栽培・収穫管理講習会を適時実施 

（２）収穫適期の判断や基本栽培技術の着実な励行のため、個別巡回指導 

（３）



（（（（NoNoNoNo９）食品残渣の飼料化を目指して！９）食品残渣の飼料化を目指して！９）食品残渣の飼料化を目指して！９）食品残渣の飼料化を目指して！    

～～～～養豚経営におけるエコフィード利用に向けた取り組み養豚経営におけるエコフィード利用に向けた取り組み養豚経営におけるエコフィード利用に向けた取り組み養豚経営におけるエコフィード利用に向けた取り組み～～～～    

    

【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】【対象の概況】    

〇ＪＡ糸島養豚部会 15戸  20,723頭 

【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】【課題化の背景】    

飼料価格の上昇等により養豚経営の収益性が低下する中、飼料代など生産コストの低減が課

題となっています。そこで、食品残渣を活用したエコフィード飼料による豚肉生産の取り組み

を進めました。 

【活動【活動【活動【活動のののの内容】内容】内容】内容】    

（１） エコフィード利用システム構築 

  ○利用に向けた関係機関等との協議の場づくり     

○地域で食品残渣発生量を調査 

○事業化に係る検討会を開催 

（２）エコフィード利用効果の実証･啓発 

○エコフィード給与による肥育実証試験の実施、調査、検証 

○試験豚の食味官能試験を実施 

○上記試験結果に基づくエコフィード利用効果を養豚部会へ啓発 



２２２２    各種表彰の紹介各種表彰の紹介各種表彰の紹介各種表彰の紹介    

    

    

（１）表彰名：（１）表彰名：（１）表彰名：（１）表彰名：福岡県農業指導功労者表彰福岡県農業指導功労者表彰福岡県農業指導功労者表彰福岡県農業指導功労者表彰    

○ 受賞者名：久保田稔氏（糸島市、写真左） 

○ 経営内容：ハーブ類 200a、西洋野菜 250a 

○ 活動の概要 

平成 16 年から指導農業士として農業後継者

の育成に努めるとともに、平成 23 年度からは

農林漁業新規就業セミナー・就業相談会の相談

員として、就農希望者へ適切なアドバイスを行

っています。また、地域においても研修生の受

け入れを積極的に行うなど、新規就農者の育

成・定着に貢献していることが高く評価されたものです。 

 

  

 

（２）表彰名：福岡県知事賞、石（２）表彰名：福岡県知事賞、石（２）表彰名：福岡県知事賞、石（２）表彰名：福岡県知事賞、石井賞井賞井賞井賞    

（青年農業者会議意見・実績発表会）（青年農業者会議意見・実績発表会）（青年農業者会議意見・実績発表会）（青年農業者会議意見・実績発表会）    

○ 受賞者名：林耕作氏（糸島市、糸島４Ｈクラブ） 

○ 経営内容：水稲 13.2ha、麦 24.5ha、ナス 40a 

○ 活動の概要 

実績発表の部において、「耕作の新たなる農業経営の道」と題し、発表を行いま

した。自らの若い力で経営を改善しようと、作業体系の見直しや新規野菜品目の導

入を行ったことが高く評価されたものです。林氏は、来年度開催の九州大会で上位

をねらいます。 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    



（３）（３）（３）（３）表彰名：全国農業協同組合中央会会長賞表彰名：全国農業協同組合中央会会長賞表彰名：全国農業協同組合中央会会長賞表彰名：全国農業協同組合中央会会長賞    

（全国麦作共励会）（全国麦作共励会）（全国麦作共励会）（全国麦作共励会）    

〇 受賞者名：はるさん農園株式会社（福岡市西区） 

〇 経営内容：はだか麦 12.75ha、水稲 14.29ha、玉ねぎ 58ａ 

〇 活動の概要 

自作の機械を用いて、土壌に合わせた  

麦踏や土入れ、施肥など適期管理に取り 

組むことにより、はだか麦の県平均を大 

幅に上回る高収量（県平均の 164%）・高 

品質に繋がったことが、高く評価された 

ものです。 

※10a当たり収量、ｲﾁﾊﾞﾝﾎﾞｼ：423kg 

                      （本告氏） （鬼木氏） 

 

（４）（４）（４）（４）表彰名：優秀賞（農家の部）表彰名：優秀賞（農家の部）表彰名：優秀賞（農家の部）表彰名：優秀賞（農家の部） 

                            （福岡県麦作共励会）（福岡県麦作共励会）（福岡県麦作共励会）（福岡県麦作共励会）    

〇 受賞者名：倉永保氏（筑紫野市、写真左） 

〇 経営内容：小麦 8.34ha、はだか麦 4.15ha 

〇 活動の概要 

土づくりや排水対策など基礎技術の着実 

な励行により、高品質・高収量につながる 

とともに、需要の高いはだか麦を積極的に 

作付するなど、地域のモデルとなる取り組 

みが高く評価されたものです。 

※10a当たり収量、ﾁｸｺﾞｲｽﾞﾐ：382kg、ｲﾁﾊﾞﾝﾎﾞｼ：386kg 

 

 

（５）表彰名：農林水産大臣賞（５）表彰名：農林水産大臣賞（５）表彰名：農林水産大臣賞（５）表彰名：農林水産大臣賞    

（福岡県花き品評会：農産物の部）（福岡県花き品評会：農産物の部）（福岡県花き品評会：農産物の部）（福岡県花き品評会：農産物の部）    

○ 受賞者名：大島猛彦氏（糸島市） 

○ 経営内容：トルコギキョウ 29a 

○ 活動の概要 

  「自分が作ったものを自分で売りたい！」と 

いう熱い思いから３年前に新規参入し、栽培技 

術向上の努力を日々重ねています。今回、栽培 

が難しい「なみだプラス」を、ボリュームのあ 

る花に仕上げたことが高く評価されたものです。 

 

    



（６）表彰名：福岡県知事賞（６）表彰名：福岡県知事賞（６）表彰名：福岡県知事賞（６）表彰名：福岡県知事賞    

    （福岡県花き品評会：農産物の部）（福岡県花き品評会：農産物の部）（福岡県花き品評会：農産物の部）（福岡県花き品評会：農産物の部）    

○ 受賞者名：平野義明氏（糸島市） 

○ 経営内容：トルコギキョウ 73a、ストック 37a 

○ 活動の概要 

  就農して 8年。JA糸島トルコギキョウ共選組合   

の若手ホープとして、組合を引っ張っています。  

今回、白品種「ボレロホワイト」を、バラン 

ス良く、しっかりとした草姿に仕上げたことが 

高く評価されたものです。 

  

 

 

（７）表彰名：福岡県知事賞（７）表彰名：福岡県知事賞（７）表彰名：福岡県知事賞（７）表彰名：福岡県知事賞    

（福岡県花き品評会：農産物の部）（福岡県花き品評会：農産物の部）（福岡県花き品評会：農産物の部）（福岡県花き品評会：農産物の部）    

○ 受賞者名：小川芳則氏（福岡市） 

○ 経営内容：ガーベラ 15a、花木 10a 

○ 活動の概要 

５年前に就農した後継者とともに、ガ 

 ーベラ栽培に取り組んでいます。 

 茎が真っ直ぐで高品質のガーベラに仕 

上げるには、葉かぎをこまめに行うこと 

が重要です。今回は、これらの日頃の努 

力が高く評価されたものです。 

 

 

（８（８（８（８）表彰名：福岡県知事賞）表彰名：福岡県知事賞）表彰名：福岡県知事賞）表彰名：福岡県知事賞    

    （福岡県花き品評会：農産物の部）（福岡県花き品評会：農産物の部）（福岡県花き品評会：農産物の部）（福岡県花き品評会：農産物の部）    

○ 受賞者名：浜野玲次氏（糸島市） 

○ 経営内容：バラ 63a 

○ 活動の概要 

  会社を退職後、就農して約７年。その間、暖 

房方法は燃料高騰等により重油からヒートポン 

プへ変わるなど、栽培環境は変化しています。 

 このような中、県内外の生産者や市場関係者と 

情報交換を活発に行うとともに、温度管理や肥 

料配合調整など、品質にだわった取り組みが高く 

評価されたものです。 

    

受賞品種受賞品種受賞品種受賞品種    キムシーキムシーキムシーキムシー    

受賞品種 

フェアリーテール 



（９）表彰名：福岡県知事賞（９）表彰名：福岡県知事賞（９）表彰名：福岡県知事賞（９）表彰名：福岡県知事賞    

  （福岡県花き品評会：農産物の部）（福岡県花き品評会：農産物の部）（福岡県花き品評会：農産物の部）（福岡県花き品評会：農産物の部）    

○ 受賞者名：吉村学氏（糸島市） 

○ 経営内容：ダリア、ハボタン、チョコレートコスモス、 

テマリソウ、百日草、その他草花 50a 

○ 活動の概要 

  オリジナルのダリアや百日草、レインボーハボタン 

など、花屋のニーズに対応した独自の商品づくりを行 

っています。そのため、常にアンテナを張り、商品 

の種類も豊富に揃えています。今回、インパクトの 

ある花形と花屋の目線に立った商品づくりが高く評 

価されたものです。 

 

 

（（（（10101010）表彰名：）表彰名：）表彰名：）表彰名：減農薬･減農薬･減農薬･減農薬･減化学肥料栽培認証制度功労者表彰（個人の部）減化学肥料栽培認証制度功労者表彰（個人の部）減化学肥料栽培認証制度功労者表彰（個人の部）減化学肥料栽培認証制度功労者表彰（個人の部）    

        （福岡県認証制度（福岡県認証制度（福岡県認証制度（福岡県認証制度 10101010 周年記念大会）周年記念大会）周年記念大会）周年記念大会）    

○ 受賞者名：吉住勝正氏（糸島市） 

○ 経営内容：うめ 53.4a   かんきつ 16.1a 

○ 活動の概要 

 制度発足当初から、かんきつとうめで認証を受け、以来 10 年間、減･減栽培の取

り組みを継続しています。収穫後樹上に残して熟したうめは、毎年、地元幼稚園児

が収穫し、給食として出されます。今回、このような食育活動はもとより、消費者

に制度をもっと知ってもらう取り組みを積極的に行っていることが高く評価され

たものです。 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（（（（11111111）表彰名：農林水産大臣賞）表彰名：農林水産大臣賞）表彰名：農林水産大臣賞）表彰名：農林水産大臣賞    

（第（第（第（第 48484848 回福岡県肉畜共進会回福岡県肉畜共進会回福岡県肉畜共進会回福岡県肉畜共進会和牛の部和牛の部和牛の部和牛の部））））    

○ 受賞者名：長浦牧場（代表：鈴木宗雄氏、糸島市） 

○ 経営内容：肥育牛 360 頭 

○ 活動の概要 

受賞品種 

「ウランスター」 



肉畜肥育技術を競う県肉畜共進会和牛の部で金賞を受賞。 

日ごろから１頭１頭の様子に目を配り、ゆったりとした環境（飼料、水、気温、牛

床）に最大限整える飼養管理の努力が実を結んだもので、上質なサシの入った大き

なロース芯を有する枝肉の生産技術が高く評価されたものです。 

 

（受賞式:下段右から２人目が鈴木雅明氏）   ※ 受賞枝肉（枝肉重量 541.7kg、格付 A5、ロ

ース芯面積 80㎠、BMS(脂肪交雑)12） 

    

（（（（12121212）表彰名：農林水産省生産局長賞）表彰名：農林水産省生産局長賞）表彰名：農林水産省生産局長賞）表彰名：農林水産省生産局長賞    

（第（第（第（第 64646464回日本酪農研究会）回日本酪農研究会）回日本酪農研究会）回日本酪農研究会）    

○ 受賞者名：重冨康則氏（糸島市） 

○ 経営内容：乳牛４２頭 

○ 活動の概要 

牛群検定データを活用した飼料給与の調整、ホルモン分泌のタイミングを重視し

た搾乳方法等に積極的に取り組み、年間平均体細胞数を 7.7 万 ml まで抑えること

ができました。  

また、性選別精液の活用や早期授精技術の導入により、多くの雌子牛を生産し、

後継牛の確保に努めました。今回、これらの取り組みが高く評価されたものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ３ 資料一覧   

  （１）現地活動情報一覧   

 情報 No タ  イ  ト  ル 執筆課係名 発信日 

 No. 1 高品質な“糸島麦”生産を目指して！ 水田農業 24.5.1 

 No. 2 これからの糸島農業を担う若い力が結集！ 水田農業 24.5.7 

 No. 3 農産物に込めた熱い想いを消費者に届ける！ 水田農業 24.5.21 

 No. 4 農業経営者を目指して！ 野菜 24.5.28 

 No. 5 萎ちょう病に負けるな！ 野菜 24.5.28 

 No. 6 冬場の低日射量を言い訳にしない！！ 野菜 24.6.25 

 No. 7 特産花きの「クルクマ」を PR！ 花き 24.8.1 

 No. 8 筑紫地区の新たな担い手育成に向けて！ 果樹畜産課長 24.8.7 

 No. 9 実需者に選ばれる「糸島の麦」づくりを目指して！ 水田農業 24.9.21 

 No.10 農業青年同士の輪を広げよう！ 花き 24.10.3 

 No.11 栄えある[農林水産大臣賞」受賞！ 畜産 24.10.23 

 No.12 栄えある「最優秀賞」および「優秀賞」に輝く！！ 水田農業 24.10.29 

 No.13 福岡一の麦をつくろう！！ 水田農業 24.11.14 

 No.14 博多あまおう出荷間近！ 野菜 24.11.12 

 No.15 バラの品質向上をめざして！ 花き 24.11.22 

 No.16 新たな販路開拓に向けて！ 地域 24.12.12 

 No.17 地域を担う農業青年が熱い思いを語る！ 花き 24.12.12 

 No.18 パソコンを活用して魅力的なＰＯＰを作ろう！ 花き 24.12.14 

 No.19 糸島若手の星、栄えある「福岡県知事賞」に輝く！ 水田農業 25.2.6 

 No.20 農業への熱い想い、次代につなぐ！ 水田農業 25.2.6 

 No.21 自分たちで栽培したお米で作ったもちは「おいしいな！」 果樹 25.2.25 

 No.22 栄えある「全国農業協同中央会会長賞」に輝く！ 水田農業 25.2.25 

 No.23 土づくりから見直そう！選ばれる「糸島の米づくり」 水田農業 25.3.8 

 No.24 農業の最前線を学ぶ糸島の青年農業者たち！ 野菜 25.3.8 

 ※「活動情報」の内容は、下記の福岡県ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの出先機関(福岡普及指導センター）に掲載しています。 

  http://www.pref.fukuoka.lg.jp/d05/24nendokatudoujyouhou.html   

 
 

 



（２）普及活動推進体制（２）普及活動推進体制（２）普及活動推進体制（２）普及活動推進体制    

 

       地域係長  農業経営 津留嘉成  

       井手口直樹  (3) 吉田博孝  

       (６次産業化・通信販売)         白水奈津子  

    地域振興課長   （男女共同参画）  地 域（１）     宮崎昌宏  

         （情 報）  庶 務（１） 永淵昭子  

     岩室すづ香         

               

        水田農業係長  水田農業 今池誠子  

        小林修司  （３） 増田由樹  

        （農業機械）     立石信峰  

              

             

             

        野菜係長  野 菜（５） 満田幸恵  

 センター長    野菜花き課長   西村光代     小賦あずさ  

          （病害虫）    田中睦子  

 若菜幹彦    白水  光       廣瀬美里  

               林田崇宏  

              

              

        花き係長   花 き（３） 安部智子  

        吉永文浩    冨田奈央子  

        （土壌肥料）    中村理恵  

             

             

        果樹係長   果 樹（２） 井上眞一  

     果樹畜産課長   内田茂義    矢山美晴  

         （鳥獣害）       

    黒石高秋         

              

       畜産係長   畜 産（２） 渡邉美佐江  

       勝屋 徹    東 尚子  

       （環境保全）      

            

        （  ）内は窓口担当   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福岡県行政資料 

分類番号 

ＰＡ 

所属コード 

４７０３１１９ 

登録年度 

２４ 

登録番号 

０００１ 

 

 

    

 

 


